
“Extreme”という言葉で表すのが適切に思えるほど、
刺激を受け続けたワシントンD.C.での日々だった。
世界銀行や米国務省など得体の知れない国際機関で
Global Leaderと呼ぶに相応しい方々と対話し、自
らが進むべき道をメンバー10人全員が再確認・再定
義できたに違いない。誰もが人生のturning pointと
上げるほど、刺激の強いプログラムである。

京都大学 教育推進・学生支援部 国際教育交流課／国際教育支援室
〒606-8501 京都市左京区吉田本町  TEL:075-753-2561  FAX:075-753-2562
E-mail：ryuga-exchange＊mail2.adm.kyoto-u.ac.jp（＊を@に変えてください）

米国短期留学プログラム
（平成27年3月）

農学部4回生
上田 遥 （Haruka Ueda）

大学間学生交流協定校一覧(2016年2月 1日時点)06

留学を経験して

留学生ラウンジきずな

このプログラムはたくさんの機会を与えてくれました。
様々なベトナム文化を体験するフィールドワークはど
れも面白かったです。特にベトナム人大学生との交流
は非常に印象深いです。彼らと楽しい時間を共有でき
た他、英語で意見を交わす時間は刺激的でした。2週
間とは思えないほど濃密なプログラムだと思います！

国際交流科目（平成27年8月）
「暮らし・環境・平和
 －ベトナムに学ぶ－II」
経済学部2回生
赤井 美苗 （Minae Akai）

海外で長期間学習しながら暮らしたい、と交換留学
を選択しました。現地では専門分野の勉強以外にも、
ルシア祭やノーベル賞などを通して現地の文化を体
験したり、学生間での交流で、日本との相違点などを
感じたりと充実した日々を送れました。一方、テロや
移民などの社会問題も身近に感じ、国際社会につい
て考えるきっかけとなりました。

交換留学（平成27年度後期）
（ストックホルム大学）

農学部2回生
岡崎 史恵 （Fumie Okazaki）

2016年3月発行

留学生と日本人学生および教職員との交流のためのスペース。
自主学習や言語交換等のできる飲食可のサロンがあり、
協定校のパンフレットや言語交換募集の掲示板も設置されています。
予約は不要。留学生の友達を作りにぜひお越しください。
（OPEN：平日の9:00 ～ 17:00（授業期間外などは変更あり））

留学相談窓口
国際教育交流課では、留学相談窓口を設けて随時相談を受け付けています。
まずはお気軽にお越しください。予約は不要です。
国際教育交流課 交流支援掛　E-mail：ryuga-exchange＊mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
　　　　　　　　　　　　　 （＊を@に変えてください）
（OPEN：平日の9:00 ～ 17:00（授業期間外などは変更あり））

- 大学のプログラムで行く短期留学 -

Short-term study abroad programs

国際教育交流課／国際教育支援室では、海外留学促進の一環として、関係学部・研究科と
連携しながら、３ヵ月未満の各種短期留学プログラムを企画・実施しています。あなたに
合ったプログラムを見つけて、まずは短期で留学してみませんか？

京都大学 国際教育交流課／国際教育支援室

留学に対して漠然と不安を感じている皆さん！
最初の一歩を踏み出すお手伝いをさせてください。

交換留学について　　京都大学の正規課程に在籍している学生は、当パンフレット　 ～　 のようなプログラムの他にも、
京都大学が海外の大学と締結している大学間・部局間の学生交流協定に基づく、1学期以上1年以内の交換留学に参加することができます。
平成27年度はこの制度で約100名の学生が留学しました。
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大韓民国

フィリピン

カナダ

インドネシア大学 (2)

ベトナム国家大学ハノイ校 (5)

チュラロンコン大学 (2)
カセサート大学 (2)

タマサート大学 (2)
チェンマイ大学 (2)

シンガポール国立大学 (3)
南洋理工大学 (3)

マレーシア
マラヤ大学 (2)

コッチ大学 (2)

イスラエル
テルアビブ大学 (2)

アイルランド国立大学ダブリン校 (2)
ダブリン大学トリニティ・カレッジ (2)

マンチェスター大学 (3)
シェフィールド大学 (2)
ブリストル大学 (2)
バーミンガム大学 (2)
ニューキャッスル大学 (2)

エジンバラ大学 (2)
サウサンプトン大学 (2)
キングス・カレッジ・ロンドン (3)
グラスゴー大学 (2)

ローザンヌ大学 (2)
スイス連邦工科大学
　ローザンヌ校 (3)
チューリッヒ大学 (2)

パリ第７大学 (2)
グルノーブル大学連合 (5)
ストラスブール大学 (5)
パリ政治学院 (2)
エコール・ノルマル・
　シュペリウール (1)
ボルドー大学 (2)

ルーバン・カトリック大学 (2)

ライデン大学 (2)
ユトレヒト大学 (3)
フローニンゲン大学 (2)

ベルリン自由大学 (2)
フンボルト大学 (2)
ミュンヘン大学 (2)
ハイデルベルク大学 (5)
ミュンヘン工科大学 (3)

ボン大学 (3)
ゲッティンゲン大学 (2)
カールスルーエ
　工科大学 (3)
アーヘン工科大学 (2)

ミラノ工科大学 (3)
ヴェネツィア大学 (2)

ウィーン大学 (2)

ノルウェー科学技術大学 (2)

スウェーデン王立工科大学 (2)
ストックホルム大学 (2)
ウプサラ大学 (2)

ヘルシンキ大学 (2)

メルボルン大学 (3)
ニューサウスウェールズ大学 (2)
シドニー大学 (2)

オーストラリア国立大学 (2)
クイーンズランド大学 (2)

ブルネイ・ダルサラーム大学 (2)

ジョージ・ワシントン大学 (1)
ハワイ大学 マノアキャンパス (2)
ペンシルベニア大学 (2)
ワシントン大学 (2)
ウィスコンシン大学マディソン (2)
テキサス大学オースティン校 (4)

復旦大学 (2)
香港科技大学 (2)
香港大学 (2)
香港中文大学 (2)
南京大学 (2)
北京大学 (5)
清華大学 (2)

中国科学技術大学 (2)
武漢大学 (2)
浙江大学 (2)
上海交通大学 (2)
西安交通大学 (2)
南開大学 (2)

グアダラハラ大学 (2)

サンパウロ大学 (2)

国立台湾大学 (4)
国立清華大学 (2)

高麗大学校 (2)
慶北大学校  (3)
浦項工科大学 (2)
ソウル大学校 (3)
延世大学校 (2)

フィリピン大学 (2)

ニュージーランド
オークランド大学 (2)

ケベック州大学学長校長協議会 (5)
マギル大学 (3)
コンコルディア大学 (2)
トロント大学 (3)
ウォータールー大学 (6)
ブリティッシュコロンビア大学 (2)

※カッコ内は派遣人数枠です。

インド
バラナシ・ヒンドゥー大学 (5)
インド工科大学グワハチ校 (2)スペイン

バルセロナ大学 (2)

ルクセンブルク大学（2）

百周年時計台記念館
留学生ラウンジ

きずな

健康科学センター
保健診療所

正門

教育推進・学生支援部
国際教育交流課
留学相談窓口
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吉田キャンパス本部構内



英語圏・海外研修プログラム

修士課程大学院生

ニューサウスウェールズの風景

Brookings Institutionの前で

Short-term study abroad programs Short-term study abroad programs
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国際交流科目（半期・全学共通科目拡大科目群）

暮らし・環境・平和―ベトナムに学ぶ―Ⅱ

02

※各プログラムの最新情報はウェブサイトで確認するようにしてください。

オーストラリア・ニュージーランドの協定校と教育連携し、現地で３週間の大学生活を
体験しながら世界に通用するコミュニケーション能力の養成を目指します。参加者の語
学習得状況に合わせて複数のプログラムが用意されています。英語能力に不安のある場
合でも参加しやすいプログラムです。

将来国際的な活躍を目指す京都大学大学院生または学部生（４回生以上）を対象とする国
際機関での研修プログラムです。12日間で米国ワシントンDCの各種機関及び現地企
業・財団を訪問し、そこで働く研究者やプロフェッショナルによる京大生のための講義
とディスカッションのセミナーに参加します。

本プログラムは、本学学生が各国の大学生との交流を深め、国際性を涵養し、外国語運
用能力を向上させる機会として、大学間学生交流協定に基づき提供されています。語学
学習、教員による特別講義、現地学生との共学、フィールドトリップなど、カリキュラ
ムは先方大学との協力の下で開発され充実しています。プログラム参加後、中・長期の
留学をする例も少なくありません。

大学間学生交流協定による短期留学プログラム (東アジア)

西安交通大学サマースクール

ハノイ国家大学サマースクール

英語研修+共同学修 オーストラリア・ニューサウスウェールズ大学
留学先 留学期間 休学 学費 募集時期プログラム・内容

プログラム・内容

プログラム・内容 留学先 主催部局 留学期間 休学 学費

留学先 留学期間 休学 学費 英語資格 募集時期

ニュージーランド・オークランド大学
約3週間（2月下旬～3月中旬） 自己負担 10月頃不要 香港中文大学インターナショナルサマースクール英語コース

プログラム・内容

プログラム・内容 留学期間 休学 学費 英語資格 募集時期

留学期間 休学 学費 募集時期
約5週間（6月末～8月上旬） 所属部局と相談 4月

4月～5月
5月
6月
12月～1月
12月～1月
11月～12月

香港中文大学インターナショナルサマースクール中国語コース 約3週間（8月）
台湾・国立台湾大学短期留学プログラム 約3週間（3月）
韓国・慶北大学校夏休み短期文化研修プログラム 約2週間（8月上旬～中旬）
中国・西安交通大学サマースクール 約2週間（9月中旬～下旬）
中国・浙江大学スプリングスクール 約2週間（3月中旬～下旬）
韓国・延世大学校スプリングスクール 約2週間（3月中旬～下旬）

タイ・チュラロンコン大学サマースクール 約2週間（9月上旬～中旬） 5月～6月
5月～6月
11月～12月

ベトナム社会科学院・ハノイ国家大学サマースクール 約2週間（9月中旬～下旬）
インドネシア大学スプリングスクール 約2週間（2月下旬～3月上旬）

学部生

学部生

大学院生

国際交流科目は、海外で研修を行い、現地の自然・政治・経済・文化・歴史などの事情を
学ぶことを目的とし、事前講義・現地大学での受講・現地研修などさまざまな形態から
成り立ちます。現地研修は、10人から15人のグループで本学の教員が同行し指導します。
本学で授業の無い期間の集中講義としての派遣および事前事後の講義等から構成され、
各科目は、半期2単位で拡大科目群として開講されます。

奨学金情報

ASEAN諸国：SEND プログラム04
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2012年10月から始まった「大学の世界展開力強化事業」SEND（Student Exchange ‒ 
Nippon Discovery）の一環として、ASEANを中心とした各国に短期留学できるプログ
ラムを実施しています。SENDプログラムの目的は、京都大学の学生が留学先の言語・文
化を理解する一方、日本語・日本文化を留学先大学の学生に紹介し、現地学生達との議
論を通じて互いの文化理解を深め、日本文化の再発見を促すものです。平成28年度は下記の派遣プログラム3件の実施を計画してい
ます。各プログラムに参加するための準備として「日本語・日本文化演習」（全学共通科目）の受講が推奨されます。この推奨科目では、
日本の言語・社会・文化についてプレゼンテーションする力を養います。実際のプログラムでは他国の人々や文化に接し、外の視点
から多角的に日本について考え、発信できるようになることを目指します。

SJC春学期
プログラム・内容 講義期間 募集時期 休学 京都大学による単位認定 学費

4月～6月 前年度2月 免除
免除（研修費一部自己負担）
免除

KCJS秋学期 9月～12月 6月
11月SJC冬学期 1月～3月

免除（研修費一部自己負担）11月KCJS春学期 1月～4月

KCJS/SJC英語講義の受講制度について05

最新情報

KCJSとは「京都アメリカ大学コンソーシアム（Kyoto Consortium for Japanese Studies）」、SJCとは「スタンフォード日本セン
ター（Stanford Japan Center）」の略で、いずれも米国の大学が運営する高等教育機関です。
京都大学ではKCJS/SJCが京都で提供する英語講義に、本学学生が米国大学生と共に受講できる制度を設けています。毎学期、募集・
選考が行われ、各クラスに2～ 3名の本学学生が講義に参加します。京都大学からの受講生にも米国大学の学生と同様の課題が課せ
られ、英文レポートや英語での討論が求められます。京都に居ながら、米国のトップスクールへ留学したのと同じような環境を経験
できる制度です。

上記のプログラムのほか、京都大学を通じて応募する学外機関が主催するプログラムなども多数掲載中！
留学を希望する京大生へ（京都大学ウェブサイト）：http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/international/students3

※上記に加えプログラムが新設される可能性あり！

米国短期留学プログラム“Kingfisher Global 
Leadership Program with Kyoto University” ワシントンD.C.

約2週間
（2月末～3月初旬） 免除 TOEFL iBT 80以上、

IELTS公式スコア6.0以上 10月頃不要

変容する東南アジア―環境・生業・社会 カセサート大学（タイ） 農学研究科

不要 不要

8月下旬～9 月上旬

東南アジアの
再生可能エネルギー開発

ヤンゴン大学・カンボジア工科大学
（ミャンマー・カンボジア）

エネルギー科学研究科・
エネルギー理工学研究所 8月

ブータンの農村に学ぶ発展のあり方 王立ブータン大学シェラブツェ校（ブータン） 東南アジア研究所 8月下旬～9月上旬
8月中旬

中国雲南省における持続的農業 昆明理工大学（中国） 農学研究科

暮らし・環境・平和―ベトナムに学ぶ―Ⅱ フエ大学（ベトナム） 地球環境学堂

9月

Conflict Management
[Global Water Issues]

Thuyloi University、
Can Tho University（ベトナム） 防災研究所 9月

南仏伝統産地のワインビジネス戦略 Montpellier SupAgro、INRA Montpellier、
Agropolis International（フランス） 農学研究科 8月下旬～9 月上旬

学部生（4回生以上）

●世界に通用するコミュニケーション能力養成プログラム

ジョン万プログラムは、多様な教育研究環境を「海外派遣プログラム」として提供することにより、高い教養・俯瞰力・独創力を養い、
さらに異文化を体験することで自国・他国文化の理解を促進し、国際的に活躍できるグローバル人材を育成することを目指します。

●ジョン万プログラム（学生派遣）“The John Mung Program”

●米国短期留学プログラム “Kingfisher Global Leadership Program 
　with Kyoto University”（旧 “Kyoto-DC Global Leadership Program”）

ジョン万プログラム学生派遣HP　http://www.john-man.rp.kyoto-u.ac.jp/student/index.html

学部生

学部生

大学院生

大学院生

学部生大学院生

学部生大学院生

奨学金について（京都大学ウェブサイト）：http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/international/students3/scholarship.html
日本学生支援機構（JASSO）：http://ryugaku.jasso.go.jp/scholarship/
トビタテ！留学JAPAN       ：http://www.tobitate.mext.go.jp/index.html

※部局窓口や下記ウェブサイトで最新情報をチェック！

★補助金が付く場合があります（平成27年度実績）

★補助金の支給を予定しています。最新情報はウェブサイトで確認するようにしてください。

★補助金が付く場合があります（平成27年度実績）

★補助金が付く場合があります（平成27年度実績）

★渡航費・滞在費等の補助あり

★補助金が付く場合があります（平成27年度実績）

免除不要

不要 免除
（一部自己負担）

TOEFL iBT 68以上、
IELTS 5.5以上が
望ましい

不要 審査の上、有り

※学費のほかの渡航費・生活費などは自己負担が基本ですが、補助金（奨学金等）が

　支給されるプログラムもありますので、よく確認してみましょう。


